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28
年
台
風
10
号
に
よ

る
災
害
で
、
県
北
市
町
村
の

人
的
、
物
的
被
害
は
甚
大
で

し
た
。

　
本
町
は
け
わ
し
い
山
々
に

囲
ま
れ
、
１
時
間
に
50
㍉
以

上
の
豪
雨
が
あ
っ
た
場
合
、

災
害
発
生
の
危
険
度
が
一
気

に
高
ま
り
ま
す
。
河
川
・
土

砂
災
害
に
対
応
し
た
防
災
体

制
整
備
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
管
理
河
川
の
現
状

は
、
河
川
沿
い
に
あ
る
住
家

や
道
路
と
並
行
し
て
い
る
場

所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
住
民

か
ら
の
通
報
に
よ
る
河
道
掘

削
、
河
道
内
の
倒
木
除
去
の

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

28
年
台
風
10
号
の
災
害
時

は
、
県
と
合
同
で
河
川
の
点

検
を
行
い
、
優
先
度
の
高
い

箇
所
か
ら
順
次
対
応
し
ま
し

た
。
ま
た
、
県
管
理
の
３
河

川
の
河
川
倒
木
処
理
は
、
町

が
作
業
を
受
託
し
て
、
維
持

管
理
し
て
い
ま
す
。

山
やま

崎
ざき

 邦
くにひろ

 議員 柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　

岩
泉
町
の
台
風
10
号
に
よ

る
被
害
の
要
因
は
、
河
川
の

増
水
の
ほ
か
、
河
川
沿
い
の

倒
木
が
流
出
し
、
橋
脚
や
河

川
の
合
流
点
が
堰
き
止
め
ら

れ
、
さ
ら
に
崩
落
し
た
土
砂

な
ど
が
そ
こ
に
流
れ
込
み
、

被
害
が
拡
大
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
か
ら

日
ご
ろ
の
河
川
環
境
の
保
全

が
重
要
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
内
に
は
土
砂
災

害
等
の
危
険
が
あ
る
「
土
石

流
危
険
渓
流
」、「
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
箇
所
」
は
、
３
５

８
か
所
あ
り
ま
す
。
特
に
危

険
性
が
高
い
箇
所
は
、
県
が

砂
防
・
治
山
ダ
ム
を
整
備
し

て
い
ま
す
が
、
箇
所
数
が
多

河川の倒木除去作業

　３月６日に、３議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、事
務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今ここが聞きたい ～

　
　
　

農
地
利
用
の
意
向
調

査
結
果
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
遊
休
農
地
の
面
積
拡

大
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
は
26
年
度

に
農
地
の
集
約
化
を
行
う
農

地
中
間
管
理
事
業
を
創
設
し
、

県
で
は
農
地
の
受
け
皿
と
な

る
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」

を
県
農
業
公
社
が
担
い
、
農

地
の
貸
借
、
管
理
な
ど
で
利

用
集
積
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

26
年
度
か
ら
遊
休
農
地
や

遊
休
化
の
お
そ
れ
の
あ
る
農

地
の「
農
地
利
用
意
向
調
査
」

を
行
う
こ
と
が
制
度
化
さ
れ
、

遊
休
農
地
対
策
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

28
年
度
は
、
遊
休
農
地

３
１
６
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
、

対
象
の
19
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
調

査
し
、「
農
地
中
間
管
理
機

構
へ
の
農
地
の
貸
し
付
け
」、

「
町
が
実
施
す
る
農
地
利
用

　
　
　

遊
休
農
地
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
、
予
防
策
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　

遊
休
農
地
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
も
町
農
業
委
員
会
、

各
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し

集
積
円
滑
化
事
業
の
利
用
」、

「
自
ら
耕
作
を
再
開
す
る
」

な
ど
利
用
意
向
の
確
認
を
行

い
、
そ
の
結
果
、
全
体
の
約

４
割
が
農
地
中
間
管
理
事
業

等
利
用
の
意
向
で
し
た
。

　

し
か
し
、
利
用
困
難
な
農

地
や
受
け
手
と
マ
ッ
チ
ン
グ

の
可
能
性
が
低
い
農
地
な
ど
、

管
理
機
構
の
借
入
基
準
に
適

合
し
な
い
農
地
も
多
く
、
協

議
が
整
わ
な
か
っ
た
農
地
は
、

非
農
地
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
調
査
が
契

機
と
な
り
、
自
ら
耕
作
を
再

開
す
る
な
ど
管
理
を
行
う
意

向
を
示
す
方
も
増
え
、
遊
休

農
地
の
解
消
に
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

多面的機能支払交付金を
活用しての共同作業活動

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

一般質問

問

答

遊休農地対策の取り組みは

制度活用と情報共有で予防

問

答

災害に対応した防災体制は

自主的避難行動を基本原則

一般質問

自
主
避
難
訓
練
の
取
り
組
み

農
地
利
用
の
意
向
調
査

遊
休
農
地
の
予
防
施
策

く
膨
大
な
事
業
費
か
ら
整
備

が
遅
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

　

町
や
消
防
団
の
み
な
ら
ず

住
民
が
地
域
の
危
険
箇
所
を

把
握
し
、
異
常
時
に
は
自
主

的
に
速
や
か
に
避
難
行
動
に

移
る
こ
と
を
基
本
原
則
に
、

防
災
体
制
の
構
築
に
努
め
ま

す
。

　
　
　

肺
炎
は
日
本
人
の
死

因
第
３
位
で
、
９
割
以
上
は

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　

国
で
は
高
齢
者
肺
炎
球
菌

の
定
期
予
防
接
種
を
26
年
度

か
ら
30
年
度
ま
で
経
過
措
置

と
し
て
、
65
歳
以
上
の
未
接

種
者
を
対
象
に
、
５
歳
刻
み

で
該
当
年
齢
に
達
し
た
方
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

26
・
27
年
度
の
町
の
定
期

予
防
接
種
率
は
12
％
で
、
28

年
度
は
30
％
の
状
況
で
す
。

接
種
費
用
は
一
人
７
９
０
０

円
で
す
が
、
町
で
は
６
千
円

を
助
成
し
て
い
ま
す
。　

　

町
民
へ
の
お
知
ら
せ
は
、

チ
ラ
シ
、
広
報
く
ず
ま
き
で

周
知
し
て
い
ま
す
が
接
種
率

は
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　

病
気
予
防
の
観
点
か
ら
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
接
種

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
今
後

努
力
し
ま
す
。

答

問

接
種
率
の
向
上
へ

体
制
を
強
化
す
る

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

接
種
率
の
向
上
策
は

　
　
　

本
町
の
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
率
は
低
い
現
状
で

す
。
定
期
接
種
者
と
任
意
接

種
者
と
の
費
用
負
担
の
格
差

が
大
き
い
た
め
、
改
善
策
を

議
員

町
長

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

伺
い
ま
す
。

て
努
め
て
お
り
、
28
年
度
は

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
、
農
地
貸
借
が
低
調
な
大

石
、
九
蔵
坂
、
鈴
鹿
口
地
区

を
農
地
集
積
の
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
選
定
し
、
農
地
の
利

用
集
積
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
、
26
年
度

か
ら
地
域
の
共
同
活
動
や
営

農
活
動
等
に
対
し
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
で
支
援
を

行
い
、
担
い
手
農
家
へ
の
農

地
集
積
と
い
う
構
造
改
革
の

後
押
し
を
進
め
、
本
町
の
、

小
田
・
星
野
・
前
里
の
３
地
区

で
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
独
自
策
と
し
て
は
、

傾
斜
で
あ
る
こ
と
や
狭
い
こ

と
で
集
積
が
難
し
い
遊
休
農

地
へ
の
ナ
タ
ネ
の
作
付
け
に

対
し
、
23
年
度
か
ら
10
ア
ー

ル
当
た
り
１
万
５
千
円
の
助

成
を
行
い
資
源
循
環
型
の
農

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
発
生
の
予
防
施

策
は
、
国
の
農
地
中
間
管
理

事
業
や
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
担
い
手
へ
農
地
の
集

積
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各

地
域
で
主
体
的
に
農
地
の
多

面
的
機
能
の
維
持
発
揮
や
、

利
用
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う

関
係
機
関
と
情
報
共
有
し
な

が
ら
予
防
に
努
め
ま
す
。
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定
住
対
策
の
取
り
組

み
実
績
と
成
果
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
で
は
、
20
年
度
か

ら
移
住
定
住
対
策
を
推
進
す

る
た
め
、
様
々
な
支
援
制
度

を
創
設
し
て
き
ま
し
た
。

　

25
年
度
か
ら
定
住
促
進
住

宅
の
整
備
、
28
年
度
は
、
移

住
定
住
対
策
の
担
当
部
署
と

し
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻

推
進
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

定
住
対
策
の
実
績
は
、
ソ

フ
ト
事
業
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

の
各
種
奨
励
金
制
度
で
28
件
、

５
４
０
万
円
の
交
付
、「
新

婚
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
金
事
業
」

で
56
件
、
５
６
０
万
円
の
交

付
の
実
績
で
す
。
28
年
度
か

ら
実
施
し
た
、「
若
者
定
住

家
賃
補
助
事
業
」
は
11
件
、

90
万
円
の
実
績
見
込
み
で
す
。

　

ハ
ー
ド
事
業
は
、
建
設
中

の
定
住
促
進
住
宅
を
含
め
町

内
５
か
所
に
計
22
世
帯
分
の

住
宅
を
整
備
し
、
現
在
提
供

可
能
な
居
室
15
室
に
12
世
帯

ま
す
が
、
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　

町
は
、
第
三
セ
ク

タ
ー
や
ま
ち
な
か
活
性
化
協

議
会
と
連
携
し
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
様
々
な

交
流
機
会
の
創
出
に
努
め
、

若
者
や
町
民
が
集
え
る
場
作

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
老
朽
化
し
た
役
場

庁
舎
の
建
て
替
え
に
向
け
た

基
礎
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
複
合
化
を
検
討

し
て
お
り
、
行
政
・
交
流
・
防

災
安
全
・
商
業
な
ど
の
機
能

の
集
約
化
を
図
り
、
新
た
な

相
互
交
流
が
生
ま
れ
る
施
設

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

定
住
化
を
進
め
る
た

め
に
、
さ
ら
な
る
空
き
家
対

策
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

22
年
度
か
ら
「
空
き

家
バ
ン
ク 
お
で
ゃ
ん
せ
葛

巻
へ
」
事
業
を
実
施
し
、
こ

れ
ま
で
に
13
件
の
空
き
家
が

登
録
さ
れ
、
う
ち
11
件
が
利

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
登

録
件
数
は
横
ば
い
の
状
況
で

す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
定

辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員

が
入
居
で
80
％
の
入
居
率
の

状
況
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
転
出
超
過
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
20
年
度
以

降
の
移
住
者
は
73
世
帯
、
１

６
１
名
で
、
20
代
か
ら
30
代

の
若
い
世
代
が
全
体
の
約
８

割
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
一
定

の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

新たに整備した小田地区若者定住住宅

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

問

答

定 住 対 策 の 成 果 は

人 口 減 少 に 一 定 の 歯 止 め

一般質問

定
住
対
策
の
取
り
組
み

町
民
の
集
え
る
場

空
き
家
対
策

住
化
に
向
け
た
住
宅
施
策
を

加
速
さ
せ
る
た
め
、
子
育
て

支
援
住
宅
の
整
備
や
、
若
い

世
代
が
安
価
で
快
適
に
居
住

で
き
る
様
々
な
タ
イ
プ
の
住

宅
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

29
年
度
は
、
町
に
定
住
す

る
町
民
が
一
定
の
基
準
で
住

宅
を
新
築
、
中
古
住
宅
を
購

入
し
た
際
に
１
０
０
万
円
を

限
度
に
助
成
す
る
事
業
な
ど

で
、
さ
ら
に
定
住
化
に
向
け

た
住
宅
環
境
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

　
　
　

若
者
や
町
民
が
集
え

る
場
所
作
り
が
必
要
と
思
い


